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「第２回小中連携家庭学習強化週間」の結果がまとまりましたので、お知らせします。 

１.１日の平均学習時間について   ①は今回の結果、②は令和元年６月、③は 30 年 11 月、④は 30 年６月の結果 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 平均 

平
均
学
習 

時
間
（
分
） 

① ３４ ４１ ４２ ５４ ７９ ５２  

② ２９ ３０ ４１ ４６ ７６ ５３  

③ ２９ ３６ ５２ ５５ ６０ ５６  

④ ２７ ３４ ６１ ５２ ６８ ６１  

目
標
時
間 

達
成
率
（
％
） 

① ８２ ６７ ７１ ８４ ９６ ３１ ７２ 

② ５８ ５３ ４３ ７３ ９４ ４８ ６２ 

③ ６４ ８１ ８５ ６９ ６４ ５７ ７１ 

④ ６２ ７９ １００ ７２ ７７ ７８ ７８ 

 

２.ノーメディア（10の約束）について ①は今回の結果、②は令和元年６月、③は 30 年 11 月、④は 30 年６月の結果 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 平均 

達
成
率 

 
（
％
） 

① ８８ ８０ ８４ ８５ ８５ ７３ ８３ 

② ９３ ８１ ８７ ８６ ８７ ７３ ８４ 

③ ７２ ９１ ９２ ７３ ７１ ８０ ８１ 

④ ７２ ８５ ８８ ７６ ７６ ７６ ７９ 

全
部
〇
の 

児
童
割
合
（
％
） 

① ６４ ５８ ６４ ６３ ５５ ３１ ５６ 

② ８５ ４７ ６２ ７８ ５９ ３５ ６１ 

③ ３３ ７６ ７５ ３１ １４ ５４ ５０ 

④ ４３ ６３ ６４ ３８ ４４ ４２ ４９ 

【今回の傾向や課題など】 

・「一日の平均学習時間」がほぼ全学年で、前回より向上がみられる。 

・目標時間の達成率には、学年差が大きくなっている傾向がある。 

・「ノーメディア（10 の約束）」の達成率は､前回より微減の傾向である。 

・「一日の平均学習時間」、「ノーメディア（10 の約束）」とも、できている子(家庭)とできない    

ない子(家庭)の二極化が大きくなってきている。 
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…「第２回小中連携家庭学習強化週間」へのご協力、ありがとうございました… 

今回のアンケートの提出率は９８％でした！ご理解とご協力に感謝いたします。 

今回も効果と成果が表れた半面、「ノーメディア（10 の約束）」の実態からは、親も知らない

子どもの深刻な実態が見えています。裏面に掲載したデーターもその事を物語っています。 



 

 

 

 

 

 

 昨年度まで実施した「ＣＲＴテスト」に代わる新テスト「総合学力調査」を  

先日２年生以上の子ども達が実施いたしました｡このテストには国語や算数などの 

教科の他に「生活実態」を把握するアンケートもありました。そのアンケートの『ゲーム機や 

スマホに関する質問項目』をまとめた本校児童の実態が下の一覧のとおりとなっています。 

 

質問１ ゲーム機やケータイをする時は、家の人と時間についてのルールを決めていますか？ 

 とても当てはまる まあ当てはまる 
あまり 

当てはまらない 

全く 

当てはまらない 

中学年 ５３人 ６人 ４人 １３人 

高学年 ４１人 ７人 ６人 ６人 

全校計 
９４人 

（６９.１％） 

１３人 

（９.６％） 

１０人 

（７.４％） 

１９人 

（１４.０％） 

質問２ 授業がある月曜日から金曜日に、１日どれくらいゲームをしますか？ 

 ほとんど

しない 

３０分 

くらい 

１時間 

くらい 

１時間半

くらい 

２時間 

くらい 

２時間半

くらい 

３時間 

以上 

低学年 １３人 ９人 ３人 ２人 ２人 １人 ７人 

中学年 ２９人 １１人 １２人 １０人 ４人 ３人 ７人 

高学年 ２２人 ６人 ７人 １１人 ５人 １人 ８人 

全校計 
６４人 

(３７.０％) 

２６人 

(１５.０％) 

２２人 

(１２.７％) 

２３人 

(１３.３％) 

１１人 

(６.４％) 

５人 

(２.９％) 

２２人 

(１２.７％) 

質問３ 土･日など、学校が休みの日に、１日どれくらいゲームをしますか？ 

 ほとんど

しない 

３０分 

くらい 

１時間 

くらい 

１時間半

くらい 

２時間 

くらい 

２時間半

くらい 

３時間 

以上 

低学年 １４人 ３人 ４人 １人 ２人 ５人 ８人 

中学年 １０人 １８人 １２人 ４人 １６人 ６人 １０人 

高学年 ２２人 ６人 ７人 １１人 ５人 １人 ８人 

全校計 
４６人 

(２６.６％) 

２７人 

(１５.６％) 

２３人 

(１３.３％) 

１６人 

(９.２％) 

２３人 

(１３.３％) 

１２人 

(６.９％) 

２６人 

(１５.０％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔３つの質問･回答から「見えてくること」など〕 

・望ましい生活とそうでない生活を送る子や家庭の『二極化』となっています。 

望ましくない子の実態を、その保護者と期末面談などで共有する必要があります。 

・乱用している子は、高学年中心ではないという、憂慮する実態が浮かび上がっています。 

・かなりの「深さ」にまで入り込み、親が知らないところで、ティックトックやユーチューブなど

のサイトで、見ず知らずの『ネット上だけの友』と交流している子もいるかも知れません。 

・自分の意志では歯止めが効かない、既に『ゲーム障害」の域の子も相当数いるかも知れません。 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんのゲーム機などの使用実態を今一度ご確認し、家庭のきまりの再確認をお願

いいたします。ゲーム機などの無制限使用は、成長期の子どもの「脳」を含めた心身を

確実に蝕んでいきます。この件でお困りの場合、速やかに学校にご相談ください。 

 

ゲーム機･

スマホ… 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1576136118/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL25pa28tcGlrYS5uZXQvP3A9MTMwMw--/RS=^ADBtgPypK3Chodf42Ls8HJGfsDdXN0-;_ylt=A2RivcI1nPBdqFsAUg.U3uV7

